
■出会いに感謝し「新しい自分創り」へ

校長 風間 弘子

お子さまのご入学、ご進級、まことにおめでとうございます。令和５年度は５２名の１年

生を迎え、全校児童４２５名で本校の教育活動がスタ－トしました。新型コロナウイルス感

染症の影響も少しずつ落ち着いてきたので、感染症対策を継続しながらもできる活動を増や

していく予定です。そのような中においても、子どもたちの安心・安全を最優先に考えたう

えで、充実した学校生活が過ごせるよう、教職員一同力を合わせて教育活動を進めてまいり

ます。ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

始業式では、私が４月に大切にしたい言葉「出会い」

について話をしました。次のような内容です。

「出会えた友達、先生方、地域の人とのかかわりを通

して、紫竹山小学校の教育目標「新しい自分を創る」に

向かってみんなで取り組んでいきましょう。そのために

は挑戦することが大切です。挑戦すればたくさんの失敗

を経験します。そこからどうすればよいのかを考えて成

功へと結び付けていくのです。小さなことでいいのです。

昨日言えなかった返事ができた、自分からごめんなさい

が言えた、隣の友達に自分の考えを少し伝えることがで

きた等々、失敗は成功のもとを合言葉に取り組んでいきましょう。」子どもたちは話してい

る私の方を見て、時にはうなずいたり、「はい」と反応したりしながら、しっかりと話を聴

いていました。３年ぶりに体育館に集合したとは思えないすばらしい態度でした。

紫竹山小学校の子どもたちは、教育目標「新しい自分を創る」ために、こんな自分になり

たいと「めあて（課題）」をもち、「方法を考え課題解決」に向かい、友達と「協働的」に取

り組みます。そして、その取組を振り返り、自分の成長を自覚することで新しい自分を創っ

ていきます。その中で、また新しいめあて（課題）を見付け、学習を継続していくわけです。

自分の思いや考えを、「話す」「書く」「情報機器を使用する」等、その時々に、自分にでき

る方法・ふさわしい方法で表現していきます。友達の表現を聴いたり見たりすることで、さ

らに自分の思いを強くしたり、違いに気が付いたりして、学びが深まります。

今年度の１年間、当校の全教職員は子どもたちの確かな成長のために、全身全霊で教育活

動に臨みます。教育活動についてのご質問・ご意見は、ご遠慮なくお申し出ください。

※ 紫竹山小学校のホームページもご覧ください

ブログを定期的に更新し、学校や各学年の取組を紹介しています。

出席停止用紙等もダウンロードすることができます。
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